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都
農
業
会
議
は
、
５
月
11
日
に

区
市
町
村
主
管
課
長
お
よ
び
農
業

委
員
会
長
73
人
の
出
席
を
得
て
、

賛
助
員
協
議
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

協
議
で
は
、
平
成
24
年
度
事

業
推
進
計
画
・
予
算
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
、
本
年
度
も
区
市

町
村
・
農
業
委
員
会
と
一
体
と

な
っ
て
、
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
平
成
24
年
度
東
京
都

農
業
振
興
施
策
」
の
概
要
と
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
都
農
林
水

産
部
の
龍
野
功
農
業
振
興
課
長

よ
り
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

賛
助
員
協
議
会
終
了
後
に
は
、

欠
員
と
な
っ
て
い
た
常
任
会
議
員

の
補
充
を
行
う
第
１
号
会
議
員
互

選
会
を
開
き
、
和
田
昌
明
会
議
員

（
南
多
摩
農
業
委
員
会
協
議
会
副

会
長
・
八
王
子
市
農
業
委
員
会
長
）

が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
４
月
17
日
、
東

京
都
に
対
す
る
建
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
建
議
は
３
月
の
総
会
で
決

定
し
た
も
の
で
、
農
業
振
興
施
策

の
確
立
や
担
い
手
に
対
す
る
支
援

な
ど
、
都
の
農
業
施
策
を
具
体
的

に
提
案
し
要
望
す
る
内
容
で
す
。

　

建
議
書
を
受
け
取
っ
た
東
京
都

の
津
国
農
林
水
産
部
長
は
「
工
夫

し
な
が
ら
要
望
に
応
え
て
い
き
た

い
。
都
市
農
業
に
関
す
る
制
度
改

善
に
つ
い
て
は
国
へ
の
働
き
か
け

津国都農林水産部長（左）に建議書を手渡す

波多野会長と村野副会長、肥沼副会長

挨拶を述べる波多野会長

東常マックの尾形吉郁社長（後）と将来の

就農を目指す社員の坂元崇さん（前）

を
強
め
て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
に
つ
い
て
協
議

　

常
任
会
議
員
に
和
田
会
議
員
（
八
王
子
市
）
を
選
任

東
京
都
農
業
会
議
賛
助
員
協
議
会
・
互
選
会

　

都
内
の
農
委
会

で
は
、
市
街
化
調

整
区
域
や
農
振
農

用
地
区
域
の
農
地

の
流
動
化
（
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
利
用

権
設
定
に
よ
る
農
地
の
貸
借
の

促
進
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

八
丈
町
農
委
会
（
土
屋
博
会

長
）
で
は
、
都
の
事
業
な
ど
を

活
用
し
、
平
成
23
年
に
９
ha
以

上
の
農
地
の
利
用
権
設
定
（
あ
っ

せ
ん
）
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
田
市
で
は
、
町
田
市
農
地

利
用
集
積
円
滑
化
団
体
を
立
ち

上
げ
、
農
地
バ
ン
ク
に
約
７
・
３

ha
を
登
録
し
、
そ
の
う
ち
約
３
・

３
ha
を
農
業
者
な
ど
に
あ
っ
せ

ん
を
し
（
４
月
１
日
現
在
）
、
非

農
家
出
身
の
新
規
就
農
者
が
３

名
誕
生
し
て
い
ま
す
。
（
５
月
１

日
現
在
）

　

日
の
出
町
農
業
委
員
会
（
宮

田
昇
会
長
）
で
は
、
福
島
県
の

農
業
生
産
法
人
「
（
有
）
東
常

マ
ッ
ク
」
に
農
地
を
あ
っ
せ
ん

進
む
農
地
流
動
化

 

町
田
市
で
は
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業　
　
　
　
　

日
の
出
町
で
は
福
島
県
の
農
業
生
産
法
人
を
受
け
入
れ

　

今
年
度
も
「
東
京
都
農
作
物

生
産
状
況
調
査
」
を
、
東
京
都

指
定
統
計
調
査
と
し
て
、
都
内

全
域
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
農
作
物
の
災
害

対
策
を
は
じ
め
補
助
事
業
な
ど

の
根
拠
と
な
る
基
礎
デ
ー
タ
を

把
握
す
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　

他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
委
員
お
よ
び
農
業
者 

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

調
査
の
ご
協
力
に
つ
き
ま
し
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査
」
ご
協
力
の
お
願
い

八王子市で新規就農した舩木翔平さん

し
、
東
常
マ
ッ
ク
は
、
約
30
ア
ー

ル
の
施
設
を
設
置
し
、
雇
用
を

し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
生
産
を
再

開
し
て
い
ま
す
。

 
 

ま
た
、
八
王
子
市
農
業
委
員

会
（
和
田
昌
明
会
長
）
で
は
３

月
に
は
じ
め
て
新
規
就
農
者
に

利
用
権
設
定
を
し
、
瑞
穂
町
農

業
委
員
会 

（
久
保
田
晴
利
会
長
）

で
は
、
４
月
に
新
た
な
新
規
就

農
者
に
農
地
を
あ
っ
せ
ん
す

る
な
ど
都
内
の
農
業
委
員
会
で  

活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
議
の
実
現
を
東
京
都
に
要
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東

京

都

農

業

会

議

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
５

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
３
２
８
号　

平
成
24
年
５
月
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平
成
24
年
度
の
東
京
都
の
農
業

関
連
施
策
は
、
農
業
関
係
費
約

47
億
９
千
万
円
を
予
算
化
し
、
４

つ
の
柱
に
よ
る
施
策
を
展
開
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

概
要
は
左
記
の
通
り
で
す
。

１
．発
想
豊
か
な
後
継
者
の
育
成
・

支
援
と
新
た
な
担
い
手
・
人
材
の

確
保

◇
農
業
後
継
者
育
成
対
策

　

青
年
農
業
者
の
確
保
・
育
成
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
＆
Ｕ
タ
ー
ン
農
業
後

継
者
セ
ミ
ナ
ー
、
定
年
等
就
農
者

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
。

◇
農
業
金
融

　

就
農
支
援
資
金
、
農
業
近
代
化

資
金
な
ど
。

◇
都
市
農
業
総
合
対
策

　

都
市
農
業
実
態
調
査
、
都
民
の

農
業
に
対
す
る
意
向
の
調
査
な

ど
。

２
．
都
民
の
農
業
へ
の
理
解
の
促

進
と
都
市
農
地
の
積
極
的
保
全

◇
農
地
と
担
い
手
総
合
支
援
事
業

　

農
地
担
い
手
情
報
バ
ン
ク
設
置

な
ど
。

◇
農
業
・
農
地
を
活
か
し
た
ま
ち

　

づ
く
り
事
業

【
事
業
の
目
的
】

　

区
市
が
策
定
し
た
「
都
市
と
農

業
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
モ
デ

ル
プ
ラ
ン
」
を
具
体
化
し
、
都
市

農
地
の
保
全
と
農
業
振
興
を
図
る
。

【
事
業
内
容
】

　

地
域
農
業
の
Ｐ
Ｒ
、
農
業
・
農

地
の
多
面
的
機
能
へ
の
理
解
足

進
、
農
業
・
農
地
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
必
要
な
施
設
な
ど
の

整
備
。

◇
苗
木
の
生
産
供
給

◇
新
た
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
展
開

　

に
よ
る
都
市
緑
化
の
推
進

◇
農
作
物
生
産
状
況
調
査

　

各
区
市
町
村
の
農
作
物
の
作
付

面
積
、
生
産
量
、
生
産
額
を
調
査
。

３
．
都
市
の
優
位
性
を
発
揮
し
た

新
し
い
農
業
経
営
の
育
成

◇
都
市
農
業
経
営
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

　

事
業

　

認
定
農
業
者
等
の
経
営
目
標
の

達
成
に
必
要
な
施
設
整
備
の
支
援

な
ど
。

◇
家
畜
流
通
円
滑
化
支
援
事
業

　

八
王
子
市
食
肉
処
理
場
の
閉
鎖

に
よ
り
、
経
営
上
の
負
担
が
増
す

農
家
へ
、
運
搬
経
費
な
ど
を
助
成
。

◇
食
育
の
推
進

　

食
育
団
体
支
援
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
。

◇
都
内
産
農
産
物
流
通
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
業

【
事
業
の
目
的
】

　

農
産
物
の
生
産
地
と
都
心
部
な

ど
の
消
費
地
を
結
ぶ
新
た
な
販
路

に
つ
い
て
検
討
・
整
備
し
、
都
内

産
農
産
物
の
流
通
を
足
進
し
、
東

京
農
業
の
振
興
を
図
る
。

【
事
業
内
容
】

　

都
心
部
の
飲
食
店
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
、
販
促
活
動
の
支
援
や
試

食
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、
必
要
な

調
査
を
実
施
。

◇
食
の
安
全
安
心
・
地
産
地
消
拡

　

大
事
業

　

安
全
安
心
な
農
産
物
の
生
産
指

導
、
都
有
地
を
活
用
し
た
農
産
物

の
生
産
、
消
費
者
向
け
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
実
施
。

◇
環
境
と
調
和
し
た
農
業
の
推
進

　

特
別
栽
培
農
産
物
認
証
制
度
、

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
な
ど
。

◇
都
内
産
農
産
物
の
放
射
線
対
策

　

に
関
す
る
調
査
研
究

　

都
内
産
農
産
物
の
放
射
性
物
質

の
低
減
化
技
術
の
実
証
、
土
壌
と

農
作
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の

実
施
。

４
．
農
業
振
興
地
域
等
の
農
業
経

営
の
育
成

◇
経
営
構
造
対
策

　

農
業
経
営
構
造
の
改
善
と
経
営

体
の
育
成
の
た
め
の
施
設
整
備
な

ど
を
実
施
。

◇
山
村
・
離
島
振
興
施
設
整
備

　

山
村
・
離
島
地
域
の
一
次
産
業

の
振
興
の
た
め
の
施
設
整
備
な
ど
。

◇
土
地
改
良
事
業

◇
地
域
農
業
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

農
業
水
利
施
設
の
更
新
、
保
全

対
策
。

第
１
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
24
年
４
月
17
日
に
開

催
。
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知
事
諮
問
は
、
第
５
条
３
件

１
６
４
９
㎡
を
許
可
相
当
と
し

て
答
申
す
る
旨
を
決
定
し
た
。

協
議

　

①
第
52
回
企
業
的
農
業
経
営

顕
彰
事
業
要
綱
と
第
32
回
農
業

後
継
者
顕
彰
事
業
要
綱
を
決
定

し
た
。
②
平
成
24
年
度
東
京
都

農
作
物
生
産
状
況
調
査
を
本
年

度
も
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

③
農
業
委
員
会
の
具
体
的
活
動

を
説
明
し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
と
し
て
、

平
成
24
年
度
全
国
農
業
委
員
会

長
大
会
と
、
農
地
法
改
正
に
伴

う
第
３
条
の
権
限
委
譲
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

説
明

　

本
年
度
の
東
京
都
農
業
振
興

施
策
の
概
要
な
ど
を
龍
野
都
農

業
振
興
課
長
が
説
明
し
た
。

第
２
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
24
年
５
月
17
日
に
武
蔵

野
プ
レ
イ
ス
会
議
室
で
開
催
。

状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
に
基
づ
く
知
事
諮
問

は
、
第
４
条
２
件
５
０
９
・
９
９

㎡
、
第
５
条
６
件
４
５
０
１
㎡

を
許
可
相
当
と
答
申
す
る
旨
を

決
定
し
た
。

協
議

　

平
成
25
年
度
農
林
関
係
税
制

改
正
に
関
す
る
要
望
事
項
を
説

明
し
、
全
国
農
業
会
議
所
へ
提

出
す
る
こ
と
と
し
た
。

現
地
研
究

　

武
蔵
野
市
の
農
業
施
策
・
農

業
委
員
会
の
取
り
組
み
お
よ
び

農
業
状
況
に
つ
い
て
現
地
研
究

し
た
。
現
地
で
は
、
周
年
野
菜

生
産
に
取
り
組
む
髙
橋
宏
明
さ

ん
の
経
営
と
、
買
い
取
り
申
し

出
を
し
た
生
産
緑
地
を
、
市
で

買
い
取
り
開
園
し
て
い
る
「
武

蔵
野
ふ
れ
あ
い
公
園
」
を
見
学

し
た
。

常　

任　

会　

議　

員　

会　

議　

だ　

よ　

り

都
市
の
優
位
性
を
発
揮
し
た
農
業
経
営
を
育
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
度
東
京
都
農
業
関
連
施
策
・
予
算

自らの農業について説明する髙橋宏明さん（右）
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平
成
23
年
度
に
東
京
都
か
ら
の

委
託
を
受
け
て
都
農
業
会
議
が
実

施
し
た
「
野
菜
生
産
農
家
の
出
荷
・

販
売
に
関
す
る
実
態
調
査
」
の
結

果
に
つ
い
て
、
概
要
を
紹
介
し
ま

す
。

　

調
査
対
象
は
平
成
23
年
８
月
末

現
在
で
認
定
さ
れ
て
い
る
島
し
ょ

地
域
を
除
く
都
内
の
認
定
農
業
者

で
、
野
菜
を
生
産
し
て
い
る
経
営

体
で
す
。
複
合
経
営
の
場
合
は
野

菜
の
売
上
が
全
体
の
半
分
以
上
を

占
め
る
経
営
と
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
協
力
に
よ
り
対

象
者
に
調
査
票
を
配
布
し
た
と
こ

ろ
、
対
象
者
の
お
よ
そ
６
割
に
あ

た
る
４
８
１
経
営
体
か
ら
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

１
．
出
荷
先
の
変
化

　

野
菜
の
出
荷
先
や
販
売
方
法
の

変
化
に
つ
い
て
傾
向
を
つ
か
む
た

め
、
約
10
年
前
と
現
在
の
出
荷
先
・

販
売
方
法
ご
と
の
売
上
割
合
を
集

計
し
、
全
体
の
平
均
を
算
出
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
回
答
者
全
員
の
平

均
で
は
「
市
場
出
荷
」
の
割
合
が

44
％
か
ら
23
％
へ
と
大
き
く
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
か
わ
り
に
増
え
て
い
る
の
が

「
共
同
直
売
所
」（
16
％
→
24
％
）、

「
ス
ー
パ
ー
・
小
売
店
・
生
協
」

（
8
％
→
16
％
）
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、
学
校
給
食
へ
の
出
荷
が

1
％
か
ら
6
％
に
増
え
て
い
ま

す
。

２
．
市
場
出
荷
を
主
と
す
る
経
営

　

「
売
上
に
占
め
る
市
場
出
荷
の

割
合
が
60
％
以
上
」
と
い
う
経
営

が
全
体
に
占
め
る
割
合
を
出
し
た

と
こ
ろ
、
10
年
前
は
41
・
1
％
で

あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
は
20
・
3
％

に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
区
部
の
み
を
見
る
と
10

年
前
の
84
・
6
％
か
ら
59
・
3
％

へ
と
割
合
が
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
現
在
で
も
市
場
出
荷
中
心
の

経
営
が
多
数
を
占
め
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
共
同
直
売
所
へ
の
出
荷

　

共
同
直
売
所
に
つ
い
て
、
出

荷
先
と
し
て
の
良
い
と
こ
ろ
を

選
択
肢
か
ら
選
ん
で
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
「
自
分
で
価
格
を
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
」
（
67
・
8
％
）

と
「
少
量
多
品
目
の
野
菜
を 

出

荷
で
き
る
」
（
64
・
7
％
）
の
２

つ
の
回
答
が
特
に
多
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

４
．
学
校
給
食
へ
の
出
荷

　

学
校
給
食
へ
の
出
荷
に
つ
い

て
、
出
荷
先
と
し
て
の
良
い
と
こ

ろ
を
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、「
価
格
が
良
い
、
ま
た

は
安
定
し
て
い
る
」（
65
・
3
％
）

が
最
も
多
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

５
．
今
後
増
や
し
た
い
出
荷
先

　

今
よ
り
出
荷
割
合
を
増
や
し
た

い
出
荷
先
や
販
売
方
法
を
ひ
と

つ
だ
け
選
ぶ
質
問
に
対
し
て
は
、

「
共
同
直
売
所
」
と
「
ス
ー
パ
ー
・

小
売
店
・
生
協
」
が
と
も
に
24
・

2
％
で
同
率
１
位
、
次
い
で
「
個

人
直
売
」（
19
・
9
％
）、「
学
校

給
食
」（
17
・
3
％
）
で
し
た
。

６
．
出
荷
販
売
に
関
す
る
課
題

　

農
畜
産
物
の
出
荷
・
販
売
に
関

す
る
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
最
も
多
く
選
ば
れ
た
回
答

は
「
売
上
が
伸
び
な
い
・
目
標
に

達
し
な
い
」（
47
・
8
％
）、
次
い

で
「
自
分
の
思
う
よ
う
な
価
格
（
単

価
）
に
な
ら
な
い
」（
41
・
8
％
）

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

都
内
の
認
定
農
業
者
１
５
１
７
経
営
体
に
！

　
　
　
　
　
　
　

各
区
市
町
村
で
支
援
活
動
を
実
施

　

都
内
で
認
定
農
業
者
と
な
っ
て

い
る
経
営
体
数
（
含
む
認
定
見
込

み
）
は
、
多
く
の
自
治
体
の
積
極

的
な
取
り
組
み
の
結
果
、
36
区
市

町
村
で
１
５
１
７
経
営
体
と
な
り

ま
し
た
。（
平
成
24
年
３
月
末
現
在
）

　

対
前
年
３
月
比
で
20
経
営
体 

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
経
営
が
16
経
営
体
、

家
族
経
営
協
定
を
結
ん
で
共
同
申

請
を
し
て
い
る
経
営
体
が
２
３
９

経
営
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
練
馬
区
で
は
最
初

の
認
定
農
業
者
が
誕
生
し
、
福
生

市
や
国
立
市
で
は
、
制
度
説
明

会
や
個
別
相
談
会
を
開
く
な
ど
、  

認
定
農
業
者
の
い
な
い
市
に
お
い

て
も
、
積
極
的
な
推
進
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

支
援
活
動
に
つ
い
て
は
、「
補

助
事
業
が
十
分
で
な
い
」
と
い
う

農
業
者
の
要
望
を
受
け
て
、
認
定

農
業
者
に
限
定
ま
た
認
定
農
業
者

に
配
慮
し
た
独
自
支
援
策
が
多
く

の
区
市
町
村
に
お
い
て
創
設
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
３
年
目
あ
る
い
は

５
年
目
で
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
区
市
で
は
認
定  

農
業
者
組
織
が
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

 

「
野
菜
生
産
農
家
の
出
荷
・
販
売
に
関
す
る
実
態
調
査
」

結
果
概
要

　

農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
・

受
給
者
数
に
左
右
さ
れ
に
く
い

積
立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）
で

終
身
受
給
で
き
る
農
業
者
の
た

め
の
公
的
年
金
で
す
。

　

保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料

控
除
と
な
り
、
20
才
以
上 

60
才

未
満
の
方
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

（
加
入
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
積
み

立
て
た
年
金
は
将
来
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）
ま
た
、
運

用
は
農
業
者
年
金
が
行
っ
て
お

り
、
投
資
顧
問
が
直
接
運
用
指

図
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

都
内
の
加
入
者
も
年
々
増
加

し
、
農
業
委
員
会
に
お
い
て
は
、

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
こ
の
制
度
を

広
く
周
知
し
、
加
入
推
進
に
取

り
組
む
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

受
給
者
の
方
へ

　

現
在
、
農
業
者
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
は
、
現
況
届
を
６

月
中
に
忘
れ
ず
に
農
業
委
員
会

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
を
！

稲城市での認定農業者認定証交付式
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「
福
生
Ｆ
ａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｒ
」
が
全
国
農
業

新
聞
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
第
29

回
「
全
国
農
業
新
聞
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
は
、
青
梅
市
農
業
委
員
の

福
島
正
文
さ
ん
、
羽
村
市
農
委
会

職
員
の
中
島
静
樹
さ
ん
の
作
品
が

佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
23
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
を
承
認
し
、
ま

た
平
成
24
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
等
を
決
定
し
た
ほ
か
、
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

都
内
７
市
の
農
業
委
員
会
が
情
報
活
動
表
彰

　

「
福
生
Ｆ
ａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｒ
」
が
全
国
農
業
新
聞
賞

平
成
24
年
度
全
国
情
報
会
議

代表受賞する日野市の鈴木勘七農委会長

　

 
全
国
情
報
会
議
が
４
月
11
日
に

文
京
区
の
椿
山
荘
で
開
か
れ
、
全

国
農
業
新
聞
の
普
及
な
ど
、
情
報

活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
農
業
委
員

会
な
ど
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
都
で
は
、
青
梅
市
・
日
野
市
・

立
川
市
・
小
金
井
市
・
東
村
山
市
・

狛
江
市
・
清
瀬
市
の
７
市
が
表
彰

対
象
と
な
り
、
日
野
市
の
鈴
木
勘

七
会
長
が
東
京
都
総
代
と
し
て
代

表
受
賞
し
ま
し
た
。

　

農
家
戸
数
対
比
普
及
率
の
部
で

東
村
山
市
が
47
・
8
％
で
全
国
１

位
、
立
川
市
が
32
・
6
％
で
全
国

２
位
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

　

併
せ
て
行
わ
れ
た
第
18
回
「
農

業
委
員
会
だ
よ
り
」
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
福
生
市
農
業
委
員
会
の

将
来
の
担
い
手
育
成
を
支
援

多
摩
市
農
業
委
員
会
が
農
業
後
継
者
セ
ミ
ナ
ー
開
く熱心に講演を聞く参加者

全国農業新聞賞を受賞した福生市の村野和男
農委会長（中央）と同市職員の明智弘樹さん（左）、
佳作に入賞した羽村市職員の中島静樹さん（右）

佳作に入賞した青梅市農業委員の福島
正文さん（右）と川鍋同市農委会長（左）

　

多
摩
市
農
業
委
員
会
（
小
暮
和

幸
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
農
業
後

継
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
農

業
後
継
者
や
農
業
委
員
な
ど
約
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
育
成
セ
ミ
ナ
ー
は
、
農
地

や
農
業
後
継
者
が
減
少
し
て
い
る

中
で
、
将
来
の
担
い
手
育
成
を
支

援
し
よ
う
と
、
小
暮
和
幸
会
長
が

提
案
を
し
、
同
市
農
業
委
員
会
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

「
農
家
の
こ
せ
が
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
宮
治
勇
輔
代
表
取
締
役
に

よ
る
講
演
で
は
、
参
加
者
が
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会
（
土

屋
博
会
長
）
は
５
月
11
日
に
、
通

常
総
会
を
南
新
宿
ビ
ル
に
お
い
て

開
き
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
を
決
定

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会
通
常
総
会

都
内
の
中
学
生
１
２
２
８
人
が
農
業
で
職
場
体
験

　

平
成
23
年
度
の
都
内
の
農
業  

分
野
で
の
中
学
生
の
職
場
体
験
で

は
、
２
９
０
戸
を
越
え
る
農
家
が

協
力
し
、
１
２
９
校
・
１
２
２
８

人
の
生
徒
が
農
業
体
験
を
し
ま
し

た
。

　

職
場
体
験
は
、
都
青
少
年
・
治

安
対
策
本
部
が
主
催
し
、
多
く
の

団
体
・
企
業
な
ど
が
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

農
業
体
験
に
熱
心
に
取
り
組

む
清
瀬
市
で
は
、
農
業
委
員
会
、   

Ｊ
Ａ
、
都
市
農
政
推
進
協
議
会
が

協
力
を
し
、
約
40
戸
の
農
家
が
、

毎
年
１
０
０
人
以
上
の
中
学
生
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

６
月
～
７
月
の
日
程

６
・
18 

㈪ 

第
３
回
常
任
会
議

６
・
25 

㈪ 

相
続
税
納
税
猶
予

　
　
　
　
　

実
務
研
究
会

６
・
28 

㈭ 

生
産
緑
地
法
研
究
会

６
・
28 

㈭ 

監
査
会

７
・
17 

㈫ 

第
４
回
常
任
会
議

７
・
20 

㈮ 

広
報
研
究
会

７
・
25 

㈬ 

農
地
台
帳
シ
ス
テ

　
　
　
　
　

ム
研
究
会

７
月
26
日 

㈭ 

～
27
日 

㈮

農
地
関
連
法
・
制
度
職
員
研
修
会

◇
夏
季
地
区
別
検
討
会
◇

６
・
22 

㈮ 

島
し
ょ
地
区

６
・
26 

㈫ 

北
多
摩
北
部
地
区

６
・
27 

㈬ 

北
多
摩
南
部
地
区

６
・
29 

㈮ 

北
多
摩
西
部
地
区

７
・
2 

㈪ 

区
内
地
区

７
・
4 

㈬ 

南
多
摩
地
区

７
・
5 

㈭ 

西
多
摩
地
区

各
地
区
農
業
委
員
会
協
議
会
・

連
合
会
が
通
常
総
会
開
く

　

地
区
農
業
委
員
会
協
議
会
・
連

合
会
で
は
、
前
年
度
事
業
報
告
・

決
算
、
今
年
度
活
動
計
画
な
ど
を

協
議
す
る
通
常
総
会
を
左
記
に
よ

り
開
い
て
い
ま
す
。

４
月
19
日　

西
多
摩
地
区

５
月
７
日　

南
多
摩
地
区

５
月
11
日　

島
し
ょ
地
区

６
月
１
日　

北
多
摩
地
区
（
予
定
）

７
月
２
日　

区
内
地
区
（
予
定
）


